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薬剤部 薬品情報管理室 

 

ラミクタールは併用している薬剤に応じて投与スケジュールが決まっています。 

併用薬に応じた用法用量の設定が必要です。 

2 ページ以降の「ラミクタール錠処方にあたって」(てんかん 成人用)（双極性障害 成人用）（グラクソスミスクライン提供資料）を参考に 

投与スケジュールを確認してください。 
 

ラミクタール錠は、内服に伴う重篤な皮膚障害が発現し死亡に至った例も報告されており、 

2015 年 2月に安全性速報（ブルーレター）も発出され下記 2点について注意喚起がされています。 

・用法用量の遵守 

・皮膚障害の早期発見、早期治療に努めること 

発疹に加え、右のような症状があらわれた場合には、重篤な皮膚障害に至ることがあるので直ちに本剤の投与を中止してください。 

ラミクタール錠の処方にあたって DI ニュース 2019 年 10月 1号 

 代表的なラミクタールと併用される当院採用薬  

  

発熱(38℃以上) 

眼充血 

口唇・口腔粘膜のびらん 

咽頭痛 

全身倦怠感 

リンパ節腫脹 等 

一般名(五十音順)

アリピプラゾール エビリファイ錠3㎎、6㎎、12㎎ エビリファイOD錠24㎎ エビリファイ内用液0.1% エビリファイ持続性水懸筋注用シリンジ300㎎､400㎎

オランザピン オランザピンOD錠2.5㎎、5㎎「明治」 オランザピンOD錠10㎎「DSEP」 オランザピン細粒1%「ヨシトミ」 ジプレキサ筋注用11㎎

ガバペンチン ガバペン錠200㎎、300㎎ レグナイト錠300㎎

カルバマゼピン テグレトール錠100㎎､200㎎ テグレトール細粒50%

シメチジン シメチジン錠200㎎「日医工」

ゾニサミド エクセグラン錠100㎎ エクセグラン散20% トレリーフOD錠25㎎、50㎎

トピラマート トピナ錠50㎎、100㎎ トピナ細粒10%

バルプロ酸Na セレニカＲ錠400㎎ デパケンR錠100㎎、200㎎ デパケン錠200㎎ デパケン細粒40% バルプロ酸Naシロップ5%「フジナガ」

フェニトイン アレビアチン錠100㎎ ヒダントール錠25㎎ アレビアチン散10% アレビアチン注250㎎ ホストイン静注750㎎

フェノバルビタール フェノバール散10% フェノバールエリキシル0.4% ルピア―ル坐剤51 フェノバール注射液100㎎ ノーベルバール静注用250㎎

プリミドン プリミドン細粒99.5%「日医工」

プレガバリン リリカOD錠25㎎、75㎎。150㎎

ペランパネル フィコンパ錠2mg､4㎎

ラコサミド ビムパット錠50㎎､100㎎

リチウム 炭酸リチウム錠100、200「ヨシトミ」

リファンピシン リファジンカプセル150㎎

レベチラセタム イーケプラ錠250㎎、500㎎ イーケプラドライシロップ50% イーケプラ点滴静注500㎎

ロピナビル・リトナビル配合剤 カレトラ配合錠

当院採用薬



下記事項を確認し、処方・調剤をお願いします。

処方にあたっててんかん 成人用

■ ラミクタールの代謝を促進する薬剤との併用療法もしくは併用
 （バルプロ酸ナトリウム非併用）
 主な薬剤（一般名）
 • カルバマゼピン • フェニトイン
 • フェノバルビタール • プリミドン
 • リファンピシン • ロピナビル・リトナビル配合剤

■ ラミクタール単剤療法もしくは
 ラミクタールの代謝に影響を及ぼさない薬剤との併用療法もしくは併用
 （バルプロ酸ナトリウム非併用）
 主な薬剤（一般名）
 • ゾニサミド  • シメチジン  • ガバペンチン
 • リチウム  • トピラマート  • オランザピン
 • レベチラセタム  • アリピプラゾール  • プレガバリン
 • ペランパネル  • ラコサミド

1回25㎎隔日
（2日に1回）

25㎎/日
（1日1回）

50㎎/日
（1日1回）

25㎎/日
（1日1回）

100㎎/日
（1日2回に分割）

100㎎/日
（1日1回or
  2回に分割）

50㎎/日
（1日1回）

最適な治療効果が得られるまで
1～2週間毎に

最大100㎎/日ずつ漸増

1週、2週 3週、4週 5週～

■ バルプロ酸ナトリウムとの併用療法もしくは併用

■ ラミクタールの代謝への影響が不明な薬剤との併用療法
 主な薬剤（一般名）
 • カルバマゼピン/フェニトイン/フェノバルビタール/プリミドン/
  ゾニサミド/ガバペンチン/トピラマート/レベチラセタム以外の
  てんかんの治療に用いる薬剤

200＊～400＊㎎/日
（1日2回に分割）

100＊～200＊㎎/日
（1日2回に分割）

100＊～200＊㎎/日
（1日1回or2回に分割）

漸増期 維持期（＊維持用量）

1週、2週 3週、4週 5週 6週～

漸増期 維持期（＊維持用量）

併用している薬剤に応じて
投与スケジュールが決まっています

Yes

Yes

Yes

No

No

POINT

最大400㎎/日まで
増量は1週間以上の間隔をあけて

最大100㎎/日ずつ

最適な治療効果が得られるまで
1～2週間毎に

25～50㎎/日ずつ漸増

最適な治療効果が得られるまで
1～2週間毎に

最大100㎎/日ずつ漸増

ラミクタール®錠 添付文書2017年3月改訂（第11版）

医薬品リスク管理計画
(RMP)



処方にあたっててんかん 成人用 併用している薬剤に応じて
投与スケジュールが決まっています

LMXX0023-D1704N
改訂年月2017年4月

ラミクタール®錠 添付文書2017年3月改訂（第11版）

（mg/日）

ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
投
与
量 100㎎/日

（1日1回or2回に分割）
100㎎/日

（1日2回に分割）

50㎎/日
（1日1回）

25㎎/日
（1日1回）

50㎎/日
（1日1回）

300

400

200

100

75

50

25

0
1週 2週 3週 4週 5週～ 6週～

バルプロ酸ナトリウムとの併用療法もしくは併用

ラミクタールの代謝への影響が不明な薬剤との併用療法

〈バルプロ酸ナトリウム非併用〉

〈バルプロ酸ナトリウム非併用〉

ラミクタールの代謝を促進する薬剤との併用療法もしくは併用
カルバマゼピン、フェニトイン、フェノバルビタール、プリミドンなど

ラミクタール単剤療法もしくはラミクタールの代謝に
影響を及ぼさない薬剤との併用療法もしくは併用
ゾニサミド、ガバペンチン、トピラマート、レベチラセタムなど

50㎎/日（1日1回投与）
から開始

25㎎/日（1日1回投与）
から開始

25㎎隔日投与（2日に1回投与）
から開始

漸増期 維持期（＊維持用量）

25㎎隔日
（2日に1回）

25㎎/日連日
（1日1回）

最適な治療効果が得られるまで
1～2週間毎に最大100㎎/日 ずつ漸増

最適な治療効果が得られるまで
1～2週間毎に最大100㎎/日 ずつ漸増

最適な治療効果が得られるまで
1～2週間毎に25～50㎎/日 ずつ漸増

200＊～400＊㎎/日
（1日2回に分割）

（1日2回に分割）
100＊～200＊㎎/日

（1日1回or2回に分割）
100＊～200＊㎎/日

最大400㎎/日まで
増量は1週間以上の間隔をあけて

最大100㎎/日ずつ



下記事項を確認し、処方・調剤をお願いします。

■ ラミクタールの代謝を促進する薬剤との併用療法もしくは併用
 （バルプロ酸ナトリウム非併用）
 主な薬剤（一般名）
 • カルバマゼピン • フェニトイン
 • フェノバルビタール • プリミドン
 • リファンピシン • ロピナビル・リトナビル配合剤

■ ラミクタール単剤療法もしくは
 ラミクタールの代謝に影響を及ぼさない薬剤との併用療法もしくは併用
 （バルプロ酸ナトリウム非併用）
 主な薬剤（一般名）
 • リチウム • オランザピン • アリピプラゾール
 • ゾニサミド • ガバペンチン • トピラマート
 • レベチラセタム • プレガバリン • シメチジン
 • ペランパネル • ラコサミド

1回25㎎隔日
（2日に1回）

25㎎/日
（1日1回）

50㎎/日
（1日1回or  
  2回に分割）

100＊㎎/日
（1日1回or
  2回に分割）

50㎎/日
（1日1回）

25㎎/日
（1日1回）

100㎎/日
（1日2回に分割）

200㎎/日
（1日2回に分割）

100㎎/日
（1日1回or
  2回に分割）

50㎎/日
（1日1回or
  2回に分割）

200＊㎎/日
（1日1回or
  2回に分割）

1週、2週 3週、4週 5週 6週 7週目以降

■ バルプロ酸ナトリウムとの併用療法もしくは併用

■ ラミクタールの代謝への影響が不明な薬剤との併用療法
 主な薬剤（一般名）
 • リチウム/オランザピン/アリピプラゾール/カルバマゼピン
  以外の双極性障害の治療に用いる薬剤

300＊～400＊㎎/日
（1日2回に分割）

300㎎/日
（1日2回に分割）

漸増期 維持期（＊維持用量）
併用している薬剤に応じて
投与スケジュールが決まっています

増量は1週間以上の間隔をあけて
最大100㎎ ずつ 最大400㎎/日まで

（1日1回or2回に分割）

増量は1週間以上の間隔をあけて
最大100㎎ ずつ 最大400㎎/日まで

（1日2回に分割）

増量は1週間以上の間隔をあけて
最大50㎎ ずつ 最大200㎎/日まで

（1日1回or2回に分割）Yes

Yes

Yes

No

No

POINT

ラミクタール®錠 添付文書2017年3月改訂（第11版）

医薬品リスク管理計画
(RMP) 双極性障害 成人用 処方にあたって



（mg/日）

ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
投
与
量

300㎎/日
（1日2回に分割）

200＊㎎/日200㎎/日
（1日2回に分割）

100＊㎎/日

（1日1回or2回に分割）

（1日1回or2回に分割）

（1日2回に分割）

100㎎/日
（1日1回or2回に分割）

50㎎/日
（1日1回or2回に分割）

100㎎/日
（1日2回に分割）

50㎎/日
（1日1回or2回に分割）

25㎎/日
（1日1回）

50㎎/日
（1日1回）25㎎/日連日

（1日1回）

25㎎隔日
（2日に1回）

300

400

200

100

75

50

25

0

300＊～400＊㎎/日

1週 2週 3週 4週 5週 6週 7週 8週～

LMBP0003-D1704N
改訂年月2017年4月

患者さんそれぞれにあった治療のためのラミクタール3 STEP投与

漸増期 維持期（＊維持用量）

増量は1週間以上の間隔をあけて
最大100㎎ ずつ 最大400㎎/日まで
（1日1回or2回に分割）

増量は1週間以上の間隔をあけて
最大100㎎ ずつ 最大400㎎/日まで
（1日2回に分割）

増量は1週間以上の間隔をあけて
最大50㎎ ずつ 最大200㎎/日まで
（1日1回or2回に分割）

併用している薬剤に応じて
投与スケジュールが決まっています

最大用量まで最短で増量する場合

投与初期は
低用量で投与開始

投与開始4週までは、
2週間毎に漸増

 双極性障害における気分エピソードの再発・再燃抑制のために、
維持用量の継続投与

バルプロ酸ナトリウムとの併用療法もしくは併用

ラミクタールの代謝への影響が不明な薬剤との併用療法

ラミクタールの代謝を促進する薬剤との併用療法もしくは併用
カルバマゼピン、フェニトイン、フェノバルビタール、プリミドンなど

〈バルプロ酸ナトリウム非併用〉

〈バルプロ酸ナトリウム非併用〉

ラミクタール単剤療法もしくはラミクタールの代謝に
影響を及ぼさない薬剤との併用療法もしくは併用
リチウム、オランザピン、アリピプラゾールなど

50㎎/日（1日1回投与）
から開始

25㎎/日（1日1回投与）
から開始

25㎎隔日投与（2日に1回投与）
から開始

STEP

1
STEP

2
STEP

3
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双極性障害 成人用 処方にあたって


